

















0､1､2について J- 15までの回転エネルギーレベル､ 振動準絶間を食む遷移
の遷移周波数､ 遷移モーメント､ 及びアインシュタインのA係数を厳密に求めた｡
計算の結果､ A係数はAvt-0の遷移では 10~4- 10~6S -1程度であるが､
A v t≠ Oの遷移では0.1S -1のオーダーになっていることがわかった｡∧ v t≠
0の遷移はAK- 土 1で起こるが (AK-0では遷移は超さない)､ Kによって
AK-十1あるいはAK-- 1のどちらに遷移 しやすいかの傾向があることがわ
かった｡そしてそれはvt- 1- 0の遷移 とvt-2- 1､ 及びiTI-2- 1の遷移
とでは逆の傾向を示 している｡ また各.KについてvI- 1- 0､vt-2- 0､ vI
-2- 1の遷移それぞれのA_係数の和 は Jによらずほぼ一定であることが分かっ
た｡ この計算結果によってメチルアルコールの励起のメカニズムを定量的に解析
することが可能になった｡
8. 広掃引 レーザーシiタル ク分光による分子スペク トル
の研究






分子などである｡PH3分子については､ 2Z/2-レ2､ レ2+ve- レ2､ レ2+ zJA-
レ4の各ホ ットバンドについて観測､解析を行い､ 2レ2状態での分子定数を求め
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